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便利な時代に失われていくもの 

    薬学部 平田隆弘  

 

本年度から、全学図書委員会の委員を拝命致しました。どうぞ宜しくお願い致します。 

そういえば、ここ数年、仕事に追われて図書館のゲートをくぐる余裕もない自分に気がつき

ました。この機会に図書館の活性化にも目を向けていきたいと思います。足が遠ざかったの

は、心の余裕もさることながら、必要な論文がオンライン電子ジャーナルで読めてしまうこと

も大きいのですが、論文や雑誌に限らず昨今は、音楽もレコード（古い！）や CD から聴かず

に、オンラインでスマホや音楽プレーヤーにダウンロードできますし、映画や漫画もアマゾン

やら、何とか動画やらからダウンロードできる時代。本の表紙の装丁を味わったり、レコ－ド

ジャケットのデザインを楽しんだりと、作り手のこだわりを手にとって味わうことにノスタル

ジアを抱くのは私だけでしょうか。 

こどもが小さい時に買ってあげたミヒャエル・エンデの「はてしない物語」（ネバー・エンデ

ィング・ストーリー）、岩波書店の布製の装丁は、それは、それは見事でした。エンデの書い

た、「バスチアンは本をとりあげると、ためつすがめつ眺めた。表紙はあかがね色の絹で、動か

すとほのかに光った。･･･（中略）･･･ 表紙をもう一度よく眺めてみると、二匹の蛇が描かれて

いるのに気がついた。一匹は明るく、一匹は暗く描かれ、それぞれ相手の尾を咬んで、楕円に

つながっていた。そしてその円の中に、一風変わった飾り文字で題名が記されていた。はてし

ない物語 と。」、この記述を日本の職人が苦労して、その通りに再現したもので、作者も、「日

本版の装丁は素晴らしい！」と、喜んだとか。 

この手触りや感触を味わう機会を、次世代を担う子供達にも残していくには、どうしたら良

いのだろうか？、と悩んでしまいますが、いい答えも見つからないまま、昨年、こうのとりが

運んできた、まだ文字もままならないゼロ歳の孫に、つい絵本を買ってしまう自分がいて、「ま

た、買ってきたの？」と息子に怒られるやら、あきれられるやら、、、、。想いが通じて、本好き

な子に成長してくれるかな。 
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『小津安二郎 サイレント映画の美学』  滝浪 佑紀【著】(メディア学部教員) 
※図書の紹介文は紀伊國屋書店ホームページより抜粋 

 

本書は小津安二郎のサイレント作品を、ハリウッド映画の影響およびサイレント映画美学

という観点から検証する。小津は、『晩春』や『東京物語』に代表される戦後作品を中心に、

家族の悲哀を繰り返し描いた日本映画の巨匠として名高い。小津が模倣したハリウッド映画

作品との比較、さらには同時代のヨーロッパ前衛映画論（ジャン・エプスタイン、ジークフ

リート・クラカウアー、ジガ・ヴェルトフなど）への参照をとおして、初期小津の映画的達

成を明らかにする。                      

図書館には小津安二郎作品の DVD も多数あります。ご利用ください。 

『キネマ旬報物語―前途は遙けく、行路難く』  掛尾 良夫【著】(メディア学部教員) 
※図書の紹介文は紀伊國屋書店ホームページより抜粋 

『キマネ旬報』は１９１９年７月１１日に、東京高等工業高校（現東京工業大学）３年生、田

中三郎、田村幸彦によって創刊された。創刊当初は苦戦するものの、１９２４年にキネマ旬報

ベスト・テンを開始、瞬く間に映画業界の信頼を集めた。部数も伸びて急成長するが、田中、

田村は収益を蓄積することなく、映画界発展のための活動に力を注いだ。二人からバトンを受

けた『キネマ旬報』の編集者たちも、ビジネスを度外視して、好きな映画雑誌作りに人生を捧

げた。本書は、映画は大好きだけど、出版社経営は苦手な、好きを仕事にしてしまった人々の

喜びと苦闘の歴史である。『キネマ旬報』元編集長の本学教員である掛尾氏が『ぴあ』の創刊

から休刊までの３９年間をおった『ぴあの時代』(小学館文庫)に続く出版ドキュメンタリー。 

 

 

 

 

 

 

閉館後はネットラウンジをご利用ください。 

ネットラウンジは 21：00 まで開放。 

右記は東金キャンパスの開館情報です。 

詳細はホームページをご覧ください。 

※休館・開館時間は変更する場合もあります。 2 日 大学祭準備  3 日・4 日 大学祭 

5 日 大学祭片付 

□開館    9：00－20：00 

■土曜日開館 9：00－17：00 

■開館    9：00－17：00 

■休館 

 

今回は、先月お知らせしました、「e-Gov 電子政府の総合窓

口」（https://www.e-gov.go.jp/）に続き「e-Stat 政府統計の

総合窓口」（https://www.e-stat.go.jp/）という信頼できる統計

閲覧サイトを紹介します。各種統計データが分野や組織から検索で

き、Excel として活用することもできます。またそれを視覚的にも

提供されているので、ただ見ているだけでも面白いです。ぜひ、今

後の調べ物、研究に役立ててください。 

「図書室に入れるＤＶＤを選ぼう！」の投票は、11 月 15 日ま

でです！投票がまだの方、ぜひシールを貼ってくださいね！ 

 

◆東金キャンパス◆ 

10 月 17 日に小中学生の御父母で

大網白里市 PTA読書会連絡協議会の

方約 40 名が図書館の見学に訪れま

した。館内見学では児童書・大型絵本

コーナーを熱心にご覧になっていま

した。また、図書館の蔵書数や館内設

備等にも大変驚かれていました。 

東金キャンパスでは今年も 10 月 24 日～25 日の 2 日間、大網

中学校の生徒 2名が図書館で職場体験学習を行いました。詳細は次

号に記載しますので、みなさまお楽しみに！ 

紀尾井町 

キャンパス 


